


ー

、

＼・‘,`
’

ノ
｀
＇
（



z
 
摩／

し、、

年中行事

●か公応浅毀杖言・..3月中旬

●IIJ玉細書裏た会...3月28日

●いちご狩り・・.4月下H月
●山鶉狩り・..7月上旬

●ぶとう狩り...1月下H 月RIL

●夏鑽り大会・..7月下旬

●夢け歩け大金囀..7月下旬

●りんご狩り・・爆 8月中旬

●なし狩り・・ ・9月一11月

●ふるさと鑽り・・・ 11月3日
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この案内図は広告掲鵬

・溝辺町役場の御協力l
した．

監修：溝i
企画・製作：有員







溝辺町章の制定

溝辺町の 『み』を図案化して、
本町の和と躍進の姿を象徴し
たもの 。

昭和44年 4月1日の町制施行10周年記念事業の一環と

して町章制定の気運が盛り上かり、 町内外に広く呼びか

けて募集の結果、多数の作品か寄せられた。

早速、選考委員会を開いて慎重な審査か行われ、次の

方の作品か最優秀賞に入選し 、町章に採用された。

住所 宮城県仙台市北 2番丁133番地

氏名 三浦明 (50歳公務員）

溝辺町町民憲章
昭和44年 4月 1日制定

私たちは遠い祖先より受け継いだ、みどりの山河、美

しい人情、歴史に輝く伝統を背景として、郷土愛とた＜

ましい生活意欲をも って住みよい豊かな溝辺町を建設す

るためにこの憲章を定めます。

く考 え 方＞ く方向づけ ＞

心を合わせて 0総親和 0善意の出発 0協調性

平和な町を築きます。 0精神運動 0自主 ・責任 0親切運動

きまりを守り 0法治国家としての 0明正運動 0交通安全

住みよい町を築きます。 よい市民性の育成 〇伝統と文化 0時間厳守

生活を工夫し 0勤労意欲と生産性 0生産学習 0新生活運動

豊かな町を築きます。 の向上 0生活改善 〇貯蓄推進

体をきたえ
0健康と町内美化

0社会体育 0健康管理

明るい町を築きます。 0三ない運動 〇環境衛生

楽しい家庭をつくり 0家庭と人間関係 0家庭の日 0青少年育成

しあわせな町を築きます。 0社会連帯感 0話し合い学習〇報恩感謝



町花•町木の設定について

1. 選考基準

(1)栽培容易なもの

(2)普及性のあるもの

(3)本町に根をおろしたもの

(4)できるだけ実益を兼ねるもの

(5)毒性のないもの

(6)できるだけ多年性のもの（花の場合）

一入選有川溝口満塩清
ヤシ科の常緑樹。

原産地は明瞭でないが、南九州と

もいわれる。

野趣に富み、南国的清緒豊かで、

街路樹、庭圏樹としてよい。

最近化学製品におされて全くかげ

をひそめたが幹皮の繊維でつ くつ

たしゅろ縄、プラシ、ほうきなど

は古来生活の必需品として広 く活

用され親しまれてきた。

(7)常緑のもの（木の場合）

2. 応募数

町花 40点

町木 41点

3. 設定年月日

昭和46年 2月10日

---入選有川溝口 中山文男

バラ科に属し原産は中国といわれ

るが、わが国でも古 くから親しま

れ、万葉集、古今集などにも数多

くうたわれている。

極寒に耐え、春にさきがけて花を

つけるさまは「忍耐努力」に通ず

る。特に清楚で美し く、 香り高い

花は古 くから広 く親しまれている。

また梅干しは食物の腐敗を防ぎ消

化を助けるとして、昔から珍重さ

れている。



溝辺町民歌

昭和50年11月3日文化の日、中央公民

館において溝辺町民歌の発表かあった。

発表は、溝辺中学校ブラスパンドと、

歌は溝辺中学校教諭徳留美智子、東芝レ

コードのはじめあきらの両氏である。

町民歌は、町内外から多数の応募かあ

ったか、選考委員会て選考の結果は、次

のとおりであった。

入選岩元喜吉 （溝辺町有川 ）

佳作池沢貞子 (II 中野）

佳作花堂三男 (II 石原）

作曲は、溝辺町出身の岩元寛氏（鹿児

島市在住）でレコード化された。
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ど
り
の
森
よ
山
陵
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嶺
に
ひ
ら
け
る
エ
ア
ポ
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文
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運

ぶ

ぎ
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よ
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に

あ
あ
、
青
空
の
幸
を
く
む

伸
び
ゆ
く
溝
辺わ
が
ふ
る
さ
と

二

、

上

床

や

ま

の

若

葉

か

げ

巣
立
つ
小
鳥
の
生
き
い
ぎ
と

あ
か
る
う
た
ご
え
高
ら
か
に

あ
あ
、
清
新
の
風
か
な
る

育
て
む
溝
辺わ
が
ふ
る
さ
と

か
が
や
く
大
地
噴
く
水
に

勤

労

の

意

気

た

く

ま

し

く

豊
か
な
み
の
り
築
く
手
に

あ
あ
‘
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進
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興
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ふ
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溝辺町全図
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県民の森

ぶどう狩り

竹山ダム



初版以後の首長、 議長

第12代議長
今吉進

第10代議長
重丸三郎

第16代議長

満塩郁夫
第15代議長

野間重雄
第14代議長

延時力蔵

溝辺町表彰条例に甚づく一類功労表彰
昭和51年11月3日

松

功績

山 績

町教育委員長24年、町社会福祉協議

会長、 町体協長、教育文化福祉産業

各般に貢献さる

昭
和

60
年

昭
和

51年

昭
和

24
年

昭
和

25
年

昭
和

22
年

昭
和

27
年

昭
和

19年

昭
和

16
年

大
正

9
年

大
正

8
年

大
正

5
年

大
正

3
年

明
治

45
年

7
月
5
日
竹
子
二
四
三

二

番
地
に
松
山
甚
士
・
エ
イ

殿
の
長
男
と
し
て
御
誕
生

溝
辺
尋
常
高
等
小
学
校
高

等
科
に
入
学

右
、

3
年

卒

業

試

験

検

定
に
よ
り
尋
常
小
学
校
准

教
員
を
免
許
さ
る
。

清
水
村
（
現
国
分
市
）
木

原
小
学
校
准
訓
導

試
験
検
定
に
よ
り
尋
常
小

学
校
本
科
正
教
員
た
る
こ

と
を
免
許
さ
れ
稲
葉
小
訓

導
に
任
ぜ
ら
る
。

試
験
検
定
に
よ
り
小
学
校

本
科
正
教
員
た
る
こ
と
を

免
許
さ
る
。

溝
辺
尋
常
高
等
小
学
校
訓

導溝
辺
国
民
学
校
教
頭
に
補

す
。
加
治
木
町
中
野
国
民
学
校

長
に
任
ず
。
校
長
を
退
職

精
米
・
製
茶
工
場
設
立

第

＿
回
教
育
委
員
選
挙
に

当
選
委
員
長
就
任

町
初
代
商
工
会
長
に
就
任

町
タ
パ
コ
耕
作
振
興
会
長

に
就
任
26
年

辞

任

校

歌

制
定
（
松
山
先
生
作
詞
）

町
教
育
委
員
（
委
員
長
）

を
退
任
文
化
の
日
に
溝

辺
名
誉
町
民
第
一
号
の
栄

誉
に
浴
す
る
。

叙
勲
勲
五
等
瑞
宝
章

略

歴

明
治
31
年



と
ど
ま
る
こ
と
な
し
。
世
の
中
に
あ
る
人
と
住
み
家
と
ま
た
か
く
の
如
し
」

続

編

刊

行

の

鹿
児
島
空
港
開
港
を
記
念
し
、
溝
辺
町
郷
土
誌
が
発
刊
さ
れ
た
の
が
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
三
日
。
当
時
の
編
集
委
員
長
は
故
人
と
な

ら
れ
た
名
誉
町
民
松
山
績
先
生
。
無
か
ら
有
を
生
み
出
す
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
三
十
余
名
の
編
集
員
の
汗
と
努
力
の
結
集
に
よ

り
五

0
0ペ
ー
ジ
の
立
派
な
郷
土
誌
が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
以
来
十
余
年
、
当
時
の
編
集
員
の
半
数
以
上
の
方
々
が
ご
他
界
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ご
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
郷
土
誌
に
寄
せ
ら
れ
た
松
山
先
生
の

『方
丈
記
』
の
一
節
を
思
う
。

「
行
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、

し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
、

よ
ど
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、

今
、
こ
こ
に
町
制
施
行
―
―

-0周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
郷
士
誌
の
続
編
が
刊
行
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
古
代
一
二
山
陵
の
ひ
と
つ

高
屋
山
上
陵
の
ご
在
所
で
あ
る
溝
辺
町
が
、
悠
久
の
歴
史
の
上
に
、
そ
の
時
代
の
先
逹
が
、
郷
土
を
愛
す
る
愛
と
汗
に
よ
っ
て
今
日
の
美

し
い
山
河
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
故
郷
を
築
い
て
ぎ
て
い
た
だ
い
た
足
跡
を
、

か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
久
し
く

正
し
く
次
の
世
に
伝
え
、
将
来
を
展
望
す
る
的
確
な
指
標
と

す
る
た
め
に
も
、
極
め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
厳
し
い
経
済
社
会
の
中
に
あ

り
ま
す
C

こ
の
時
に
我
が
町
は
、
長
い
歳
月
と
多
額
の
費
用
を
投
じ
て
き
た
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
、
畑
地
か
ん
が
い
に
拠
る
台
地
農
業

を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
彫
刻
の
大
家
、
故
古
賀
忠
雄
先
生
の
力
作
に
よ
る
「
現
代
を
見
つ
め
る
西
郷
隆
盛
像
」
が
、

多
く
の
人
の
善
意
と
浄
財
に
よ
り
鹿
児
島
空
港
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

ぬ
く
も
り
に
満
ち
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
町
民
す
べ
て
の
英
知
と
団
結
と
努
力
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
。
や
が
て
訪
れ
る
ニ
―
世
紀
に
向
け
て
さ
ら
に

>

J

 

と

ば



平
成
元
年
四
月
一
日

表
し
、
私
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

溝

辺

町

長

今

吉

衛

大
き
く
前
進
す
る
郷
土
満
辺
の
姿
を
想
像
し
つ
つ
、
郷
土
誌
続
編
編
集
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
位
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を



町
制
施
行
三
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
溝
辺
町
郷
土
誌
の
続
編
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
町
が
発
展
し
た
変
容
の
あ
か
し

で
あ
り
町
民
こ
ぞ
っ
て
喜
び
合
い
た
い
。

郷
土
と
は
、
そ
こ
に
川
が
あ
り
、
山
が
あ
り
、
台
地
が
あ
る
。
住
宅
や
公
共
施
設
が
あ
る
。
道
路
、
橋
も
あ
る
。
学
校
も
あ
れ
は
病
院

も
あ
り
、
文
化
財
も
あ
る
。
郷
士
は
人
間
が
生
彦
る
た
め
の
指
標
に
な
り
、
郷
土
が
生
き
る
た
め
の
励
ま
し
、
慰
め
、
規
制
す
る
力
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
真
に
郷
土
を
知
る
人
間
は
、
郷
土
に
顔
向
け
の
で
き
る
人
間
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

溝
辺
町
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
、
十
三
塚
原
の
台
地
に
鹿
児
島
空
港
が
開
港
し
て
か
ら
満
一
五
年
を
迎
え
、
空
港
と
い
う
巨
大
な
活
動

体
の
余
波
を
も
ろ
に
受
け
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
深
刻
な
過
疎
に
あ
え
い
で
い
た
陸
の
孤
島
と
も
い
う
べ
き
、
交
通
に
恵
ま
れ
な

い

町
が
、
新
し
い
溝
辺
の
夜
明
け
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
変
容
ぶ
り
を
見
せ
て
い
る
。
空
港
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
本
町
が
誘
致
し
た
大
企

業
。
つ
ぶ
れ
る
心
配
は
な
い
過
疎
化
に
歯
止
め
を
つ

け
た
人
口
増
、

年
間
七

0
0万
人
が
集
ま
る
空
港
の
お
か
げ
で
町
の
財
政
も
潤
う
。

さ
ら
に
開
港
の
見
返
り
で
実
現
を
み
た
竹
山
ダ
ム

、
先
人
た
ち
が
台
地
に
水
を
引
く
夢
を
抱
き
続
け
た
そ
の
夢
が
、
今
近
代
農
業
の
第
一

歩
と
し
て
念
願
の
水
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
竹
山
ダ
ム
か
ら
の
完
全
通
水
は
平
成
二
年
の
見
通
し
だ
。
水
を
生
か
し
た
特
産
の
お
茶
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
散
水
に
よ
る
「
フ
ラ
イ
ト
農
業
」
こ
そ
、
溝
辺
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
農
業
で
あ
る
。

県
内
で
は
中
央
の
大
消
費
地
に

一
番
近
く
「
東
京
都
溝
辺
町
」
と
い
う
人
も
い
る
。
地
理
的
優
位

（
東
京
九
五
分
）
を
生
か

し
て
、
将

来
の
台
地
農
業
の
活
路
を
開
こ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
、
ニ―

世
紀
に
向
け
た
郷
土
づ
く
り
と
し
て
、
将
来
へ
の
展
望
に
夢
と
希
望
を
あ

た
え
、
親
し
ま
れ
る
郷
土
誌
で
あ
り
た
い
。

郷
士
の

発

展

を

託

し

て



特
筆
と

し
て
、
「
現
代
を
見
詰
め
る
西
郷
隆
盛
」
の
像
が
昭
和
六
十
三
年
八
月
二
十
八
日
、
鹿
児
島
空
港
前
広
場
で
除
猫
さ
れ
、
堂
々

た
る
姿
を
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
新
し

い
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
大
西
郷
の
御
利
益
が
意
義
深
く
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
郷
土
誌
は
、
有
馬
四
郎
前
町
長
を
会
長
に
、
行
政
、
産
業
、
教
育
の
三
領
域
に
組
織
さ
れ
た
編
集
委
員
の
ご
努
力
に
よ
り
発
刊
し

た
も
の
で
あ
る
。

心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
本
誌
が
郷
土
の
発
展
に
役
立
つ
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
元
年
四
月
一
日

溝
辺
町
教
育
長

荻

田

郎



稿

を

終

え

て

豊
か
な
み
ど
り
に
包
ま
れ
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
友
と
し
て
大
自
然
に
育
ち
ゆ
く
子
ら
ー
そ
の
目
、
そ
の
笑
顔
、
そ
の
手
足
に
、
果
て

し
な
く
拓
け
ゆ
く
末
来
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
時
は
人
を
つ
く
り
、
人
は
ま
た
時
を
つ
く
る
、
果
て
し
な
い
溝
辺
の
た
め
に
。
時
は
流
れ
て
も

人
の
心
は
常
に
新
し
く
永
遠
に
つ
な
い
で
行
く
清
新
な
流
れ
、
不
変
の
歴
史
の
中
に
脈
々
と
し
て
生
き
、
支
え
て
い
る
こ
と
を
自
然
の
理

と
し
て
あ
ら
た
め
て
感
じ
入
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

石
川
啄
木
の
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ
て
い
ふ
こ
と
な
し
」
と
い
う
名
言
は
全
く
飾
り
気
の
な
い
素
直
に
す
べ
て
を
い
い
現
し
て
い
る

真
実
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
感
謝
が
あ
り
、
希
望
が
あ
り
、
創
造
が
あ
る
。
「
誠
は
天
性
自
然
の
道
で
あ
り
、
誠
に
な
ろ
う
と

お
し
え

努
め
る
の
が
人
の
道
で
あ
る
」
と
い
う
訓
が
あ
る
。
学
ぶ
べ
き
人
生
訓
で
あ
り
そ
の
積
み
重
ね
で
心
に
残
る
ふ
る
さ
と
か
つ
く
ら
れ
て
き

-
）

0
 昭

和
四
十
八
年
発
刊
の
溝
辺
町
郷
士
誌
初
版
は
そ
れ
ら
の
清
き
流
れ
を
、
み
ん
な
で
み
よ
う
、
み
ん
な
で
知
ろ
う
、
み
ん
な
で
活
か
そ

う
、
大
切
に
し
よ
う
ー
と
、
松
山
委
員
長
を
中
心
と
し
て
多
く
の
有
志

・
諸
賢
が
編
集
員

・
調
脊
研
究
員
と
し
て
東
に
走
り
、
西
を
訪

ひ
も
と

ね
、
古
文
を
幡
き
、
原
始

・
古
代

・
中
世
・

近
世
へ
と
貴
重
な
資
料
を
よ
く
整
え
て
頂
い
た
。
そ
の
労
苦
と
業
績
は
今
更
な
が
ら
頭
の
下

が
る
思
い
で
あ
る
。
益
者
三
友
（
直

・
諒

・
多
聞
）
、
学
べ
吸
収
せ
よ
ー
私
共
は
後
世
に
そ
の
こ
と
が
ら
を
正
確
に
忠
実
に
絶
え
る
こ
と

な
く
伝
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
あ
る
溝
辺
の
礎
は
先
覚
者
の
適
切
な
判
断
と
た
く
ま
し
い
農
魂
と
汗
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

て
き
た
。
未
来
の
福
田
を
蒔
く
、
常
に
恩
に
報
い
、
力
を
合
わ
せ
、
そ
う
し
て
す
べ
て
に
感
謝
す
る
気
持
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

溝
辺
町
民
歌
の

一
節
に
「
か
が
や
く
大
地
、
噴
く
水
に
、
勤
労
の
意
気
、
た
く
ま
し
く
、
盟
か
な
み
の
り
築
く
手
に
、
あ
あ
躍
進
の
明



日
を
よ
ぶ
、
興
さ
む
溝
辺
、
わ
が
ふ
る
さ
と
」
と
あ
る
。
希
望
の
中
に
前
進
が
あ
り
、
希
望
の
中
に
未
来
が
あ
る
。

郷
土
誌
続
編
第

一
号
の
編
集
に
当
た
り
、
県

•

町
・

各
種
機
関
・

団
体
か
ら
貴
重
な
資
料
を
積
極
的
に
御
提
供
頂
い
た

。

編
集
員

・

調

査
研
究
員

・
主
筆
一

同
と
共
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
乎
成
元
年
四
月
町
制
施
行
――
-0周
年
の
記
念
す
べ
き
年
の
発
刊
と

な
る
が
、
内
容
に
は
な
お
不
充
分
な
点
も
多
く
、
誤
記

・
不
備
な
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
危
惧
の
念
に
た
え
な
い
、
そ
の
点
何
卒
御
寛
容

を
賜
り
た
い
。
た
だ
本
誌
が
村
の
流
れ
を
知
る
う
え
で
何
ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

最
後
に
編
集
員
・
調
査
研
究
員

・
主
筆
諸
兄
の
御
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

平
成
元
年
四
月

一
日

溝
辺
町
郷
土
誌
（続
編
）編

集

委

員

長

右
2

臣
位

四

[

師
呼
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